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る こ ・。 3，鵬 抽 大 帳 麟 翻 る飆 蠍 施 卿 の草叢中 1・放 射 レ

を る こ
・・． 以 上9 ・ で あ・ 。 又圓麟 多 く輔 な・ も岬

・髞 内め 搬 出

せ る小石敏 ・鯛 翫 麟 状嬾 み 、 叉は砂嗣 齢 こ盛 りあ帆 其一トの
．

1鄭吠の Σ ころに穴口 を齣い てゐるこ忌占あう6

今 一
つ 著 しきこ ご は 訓 庭鮃 褓 三して 、 草

一本 生 訪 を許紗 黼 に し

て お くの に 、 あ つ ち こ つ ち の 集 に七はヤ其圓庭の穴 b の渦園 に
一A’risticlc6
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一
て 、 俗 に 蟻稻 三か針草 ε稱 する草が ・ 籏生 しを る

こ i で ある 0 他 の草 は
一本ε して 圓庭内に生 じない の に ・ ヌ蟻 は此圓庭 を綺

麗に騰 しお く丿丿は粉 に あるので あ砂 卵 卿 こ 騨 の 難 餾 容 して

を るこ ε は 明 で あ る。 此 二種の種 子は蟻渉收集 して地下 の 穀房に貯藏 して ゐ

・る o 此蟻 の 圓庭は よ く セ ージ ε か デーズーの如 き草の繁茂せ る 「トに あ る が 、

土壤 の艷 岳ε 、
・囃 帶の太 陽の ．力 ε に τ、 高 ・緻 呎 ・ 徑攝 旨大 ε なれ る草 を

も 、 農業蟻は人間が山林を開墾ずる如 ぐ易 々 E 除去する。 而 して 草
一

本 其圓

慰 生長する滸 さない の で ある。 諦 1濃 纏 の勲 探 さんに ・
「睡 地・

の周園の雜草が ミ禁庭を侵 さ ん i するのを 、 喰止め る爲めに蟻の 努力 した跡
．

糊 に秘 を得 るのであ るか ら 、 斯る能力の ある蟻が ・ 圓蠍 に蟻齣 侵入

し來 ・渤 ぎ得 ざ碍 がなu〕・
1
事黷 秋噸 ・種 子が艦 すれば議 1ま糠

を除 き、 次の收穫 の準 篇に取 りか か る ε 云 は れ て ．を るo これが此の 蟻即

P 。」、。 n 。
・
、
’
bymn 、

th
’
　b・e｝

・b・・t・・．s ．が麟 鰹 呼 ばる る に 至 つ た所以で ある。 此 鰤 欟

際 種子を蒔 くε．ころは少く．ε・も著者 に1ま、

『
見 られな い 、 然 れ注 も蟻稻を蟻集

の 境 内に生長せ しめ 、 後其貰を利 用する の は事聟で あるo （續 く）

　　キ
’
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今 よで E“ん なに知 られて 居たか を少 し記 して 讃か ラo

　 キ ク ス ィ換言すれば 日本に居 る キ ク ス イ なる
一
種 の 毘蟲に 、 菊 虎 の 字を常

て る の が正 しい か 3 うか は私は知 らな い 。 只 日本の キ ク ス イに よ く｛mf：形 S

習 性を もつ f： もの が 支那 に 居て 、共を菊虎 ざ 云 つ て 居 る 事 は確かで ある o 支

那の 種 、邸 ち菊虎が 日 木 の もの か 」
・’
うか を知 る爲め に キ ク ス イの 分布を見 る。

El本の キ ク ス イの學名は P’ψ ）θc 画 ？
冒
ψ 呶 ll廊 v 乢

．
t
・
enb

’
ccl
−is　JI’tl・Es　 i すべ き

もの で あ らラo 此 の種 は 日本 、 支那及 毫鬱 に 産 す る。

’
而 して其の原 種皀卩ち

P ．”畷 朋 〜‘廟 の ソJ
’
は束部 シ バ ｝リ ア 、 ア ム ー

ル に産 し其の 島b．Ctti
’i・menbi ’ib’P τC

は シ ベ リ ア及 日本 に も産 す ご云 はれ る o 此等の 黜 ま自分で 各地の 懍本を廣 く

見た の で ない か ら確か に は云は れぬ が 、 先づ 日本の もの は 、
’
tl．1−．　t

・
8舶

・
祕 8 ご

見て置 い て よ い で あ ら うo 朝 鮮 に は P ．1）tt・teeigeJ
・・1 〕3L ）・：sslr’G ．が 居 る Σ

偽 ざGL 恥 U 亅侃 が 云 ふ ot ．此の種 は今 1’．1
・
嵶 塘 し‘」窓 の異 名 になつ て 居 るか ら 、 こ

の 西 比利 亞種が朝鮮 ま で 來 て 居る ε 思 は れ る o そ うす る ε 支那に は さ つ ち で

あら」か 、想像が許 され る な らば矢張 こ の シ ベ リ ア 型の もの が北支那 に は居
．

るで あ ら う。 日本型の もの は其 に混 じて居 る か又は其よ り南に 居 るの か も知

れ な い o 兎 に角 日本 の キ ク ス イ が又 は其に近 い もの が 支那 に も居 る E 見て 置

け ば キ ク ス イ に菊虎 を用ゐ る事は倶宜一ヒよ い か も知れ ない が 、 キ ク ス イ の濃

名は之 だ ミ定 める必要 右な く 、 夊 定 め る に は も少 し實物 の 研究が 必 要で み

るo

　キ ク ス イの習性に就い て の知見 を少し徳川 II寺代 に掌めて見や う。 何故な ら

ば徳川時 代に は菊 の培養 が非常 に盛 ん で あつ て 、其の 培養法に 關 した 著書 も

少 くな く、且 つ 其等の本に は害蟲に 關 しナニ研究が可 な り詳 しく記 されて ある

か らで あ る o 勿論必要が産ん だ結果で あ る が 種 々 の 害蟲 が 圖入 りで記 されて

あ るo

　先づ正 徳五年 （1714）の花壇 養菊集に就て見や うo （私 の茲に引 くの は實は

其の刊木で な くて 寫本で あ る 、 だか ら或は 多少字句に差 が ある か も知れない

が 、 今其を比較する暇を もつ て 居 ない o ）

　　 『
’
菊虎又菊牛 き くすい の 事也〇 三月の 末 よ り出て五 月の初頃 まで もあ tb　o・
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・　　 出生 は菊 の古株よ りわ く 、 色黒 くや は らかな る蟲 なれ 已 もきば有て菊 め

　　 莖を くひまは すゆ へ しなひて芯 か るるな りo は や く くひ た る は枝 川 るゆ

　　　ゑあ まりが い に な らす 。 五 月に 入て く ら へ ば菊 い た み下 よ 螺 iゐ枝悪

　　　しo 隨分古株 を引乾て捨 べ しo 古株 なければ此蟲の さは りな しo しか し

　　　なが ら隣家近擾に すて作 りの菊 有 べ しo 外 よ り出て手 前の花 壇 へ 來 事有

　　　りo 余所 まで は世話 な りが た しo 此時止や うの 事 o あ らめ tt水 に つ け和

　　　らか に して縄 には さみ花壇の まは りに 置かば此 蟲か つ て よ らす o 大 きに

　　 嫌 ふ o お もふ に菊 よ り生 卞 る蟲なれば菊のため 祿成 へ しE 心見 に すて作

　　　りの 菊に ゅ で 汁を か け て み るに共儘枯 るo 必す菊 に さは る や うに すべ か

　　　らす繩には さみて花壇の まは りに置は くる しか らすoj

　　此の文で見 るε己に其頃か ら、 ，キ ク ス ィガキ ク の 古株に棲息 し 、 其處 か ら

　出 て 來 る もの で あ る か ら、そ の 古株 を乾 して殺せ ば害描 は 出て來 な い ε 云 ふ

事を知つ て居た o 決 して キ ク ス d は偶發する もの で は 無 い Σ信 じて 居た ら

　しい o 而 して其の蕃 殖所を絶す事で豫防 の 出來 る事 を知つ て 居た の で ある Q

叉其のee［；・kに （ア ラ メ ）を用 ゐた事 も面 白い 。

　 其か ら三年後 の享保 二 年 （1717）に は 『花壇菊花大全」三 册が刊行 された o

其の 上卷二 十五 枚 目に は次 の 記事が ある o、
’

　　　『菊虎 o キ ツ コ
、 キ ク

．
ス イo 菊牛共云 o 形ほた るの 乙 ε くして 三 四月に

　　　出で しん を切 る〇 五 月に眞を きれば 大にが い に な る もの な りo 此蟲菊 の

　　 古か ぶ より生 すo 古か ぶ を能 く吟味して 引去べ し、 近 所隣家 に も氣 を付

　　 引 去 るべ しo 然れ 曹 も不知隣家よ り來 るは是非な しo

　　 取や うはあ らめを水 に つ けてや は らけ 、 繩には さみ花壇の まは りに 置べ

　　　しo 不來 o あ らめ菊 に さはれば菊 か る る也。 菊に は毒ε心得 べ し。 菊牛

　　 元來菊 よ り生 る故あ らめを き らふ なる べ し。 叉 ちがや ゑもぎよ りもわ く

　　　ε 云 叉花壇の まは りに菲子 （＝ ラ）を植 ばこぬ ε云 o 又 よ もぎを花 壇の

　　　まは りに をけば是に害 りて菊 に よ らす妙 也。 然 らばゑ もぎタりわ く も左

　　 ．．なる べ し6』

　 此 の書は前の もの ε 出版 の 年代 も餘りちがつ て居な い が 、 記事 も似 よつ た
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點があつ て 、 或は參照 した の か も知 れなV が 、 夂異 つ た點があ るo キ ク ス 1

が ヨ モ ギ に も寄生 す る ミ 云 ふ 事 、其の ヨ モ ギ を置い τ典に集 め る ξ 云 ふ 點な

：♂興味深 か い o 叉 ニ ラ を植ゑ て 其の襲來を防 ぐ ε云 ふ黜 な剖 液 の如 1可を實
’

孅 せ られ た い もの で あ る o 兎 に角今か ら二 百年 も前 にか か る爭がわ か つ て 居

』
り 、 叉其の驪 除 の方法 な εが其の方針に 於 い て今 日 に 近い の を面 白い ε 云 は

訟 ければな らぬo

　其か ら約 百 年 が 過 ぎた 文 政 二 年 （1819）の 11養菊 玉 手箱』を見 る o 此 の書

私のは 嘉本で あつ て 刊木 で あ る か 否か を知 らぬ o

　　 『立夏 よ り夏至 の 頃迄菊吸 ε い ふ 蟲出て 、 菊 の枝を くる り さ 吸 卩拳は吸 ロ

　　よ り上 は た ち ま ち日 に しSまれ折れ落 る也o 如何驤 に 養 ふ て も吸れた る枝 ．

　　 は附 くこ ご な しo 此を其儘に 置時 は髄 に蟲を生 す o 菊 吸 に 吸はれた る枝

　　 は其吸 口 よ り下 四 五 分ほ 魯 切捨 て て よ し o さすれば髄蟲を生 ぜ す o 菊吸

　　 は菊 の 古根蓬 の 古根 よ り生 ヰ る 也 o 右兩種の 古根を こ ご ご Σ く繦 して よ

　　 し。』

　 此 の書で初 め て キ ク ス イ の 吸ふ た所 か ら
FF

四五 分を切 捨 て な い S 、謎蟲 を

生す る i 云 ふ 事を明 か に して 居 るb 之は今は誰 で も知 るや うに 、 此 の部分 に

卵を産 みつ ける事を意 味す る もの であるo 此 の 卯を産む事を正確に書い たの

は 「本草圖譜」の著者 で あ る岩崎灌園で あるo

　 文政元年 （181S ）刊 の 『草木 育種』二 册は多 くの 園養植物の 培養法を書い

た もの で 、 最 も廣 く行 はれ た 、 上 卷三 十 七枚よ り四十 二 枚 まで に 除蟲の法を

記 し害蟲の 囲を加 へ て あ るo 其の 中か らキ ク ス i の記 事をぬ く。

　　 『菊虎 は形螢 に似 て ほ そ長 しo 菊艾類の宿根 よ り生する ε い ふ o 故 に菊

　　 は 古根を植 べ か らす〇 四 月頃早朝 に 出て o 菊芙類の若ば へ を吸 か ら しo

　　 あご へ 卵を産置 な りo 其吸t：る あ ε ニ ケ所横 に筋 ありo 下 の吸 めよ り折

　　 取 て 、莖を 二 つ に割 れば 、 中に黄色の 長き卵 ありo 其まま置時は菊 の心 に

　　 喰入て賍 ε な る o 秋 に な りて菊 俄 に 枯る もの也o』　　　
『

、

　 此 の記 事は 恐 らく實驗 か ら出た の で あ らうb  われ われが菊 を作 つ て 、 キ

ク ス イ の 害を発かれ よ うε する揚 合に 、 これ丈の習性を知つ て 居れば充分 だ
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E 私は 思 ふ o これ丈の 事翫か ら考 へ れば ます キ ク ス イ の 購除が 出來 る ε も思

はれ る6 キ ク ス イが ニ ケ所 傷けて其の 間に 卵を産 む事 を知 っ た 三1∫は特 に而 白

い o

　こ

’
izに後 れ る約 三 十年弘化三 年 （1846 ）刊行 の 「菊 花壇養純』は害巓を驅

除す る岡 な さ
『
を記 し 『侮朝七 ツ 頃 よ り紙燭 1こて らし丁翰 插菊庇を採 る事 怠る

べ か らす』な き ε も書 い て は あるが
、 害描の 記 事は 発く詳 しく

’
ない か ら茲 に

引 くこ ε は や めや うo

　か くの 如 くに して 明治の世 ε なつ た o 而 して多 くの養菊 の 本 も出た o 其の

中 か ら蟲 に つ いて詳 しい もの 0）例 一つ を擧げ るo

嚇 二 ＋ 三 年版、今 井黝 氏の 圏与牡丹驫 養 手引草』は其で あ る 。
A
・
−」t一

翁は菊作 りの大家水本成美翁 の後を受けて 、 其の 當時 の有名な 養 菊 家 で あ

る o
．
其の 四枚裏 に

，

　　 『菊 吸蟲ナル モ ノ ア リ苗 ノ成長 ス ル 中央 ヨ リ囲 ノ 第一第 ニ ノ 如 ク ニ ク 所、

　　ラ 喰 ヒ 廻 シ其聞 二 蟲卵 ヲ 殘 ス 依 テ ニ ケ 所 ノ喰 ヒ 切 リ廻 シ タ ル 下 ノ 切 目 ヨ ．

　　 リ 折取 ル モ ノ ナ リ若過 テ 上 ノ 切 目 ヨ リ折 ル トキ ハ 跡 二 蟲 ノ 子 殘 リ テ 七月

　　頃 モ至 リ成長 ス 丿レ ．二 從 ヒ テ幹 ノ 心髓 デ 喰登 リ菊 ヲ枯 ラ ス ナ リ夊莖 テ喰破

　　．
リ テ粉 テ出 ス モ ア V バ 能 々 心 掛 ケ テ改 ム ペ シ 若 シ 此粉 見當 ラバ 銅線 ノ類

　　テ 以 テ穴ノ ーE下 テ突 d テ殺 ス ベ シ 夂煙草 ノ ヤ 尹 テ 込 メ 置 ケ バ 死 ス ノレ モ ノ

　　 ナ リ之 レ 則 チ 菊吸 蟲 ノ 子 タ ル ガ故ナ リ前 二 逑 ベ タ ル 如 ク 下 ノ 切廻 シ ゴ リ．：

　　 折取 ル コ ト專
一

二 心．掛ク可 シ」

　私 が何故に 同 じ樣 な記 事を 再び茲 に 引い た．か ミ 云 ふ に 、 其には理由が あ

る o 萌治 になつ てか らの 菊 の本に は此を 除い て は 害蟲の 記事が餘 り精 しくな

くなつ た か ε思は れ る か らで ある o この事は私の今持つ て 居る菊の 本だけで

論 じて よ い か さ うか ε 思 ふ の で 後の 機會に讓つ る 力丶 只例 tt して 一
っ を擧け

k） うo 明治；十五年三 月刊 『秋香會養菊談話抄』 tr云 ふ 百頁 ばか りの活字本

があるo 秋香會は菊 の曾で曾根荒助 氏 が會長であrp，　
・ko 明 治 二 十三 年十 r 月

二 十 ； 貝其の途の大家永野贖山，、 福羽逸人 、 ，田村暴幅 、 な さ 十餘人 の人の 集

細 の筆記で あつ て 灘 鰺 考に なつ t・ もの 現 えて大正の初 噸 に も他 の

」
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養菊 0）木の 附録 ε して 此 の 書を再 刊 して 居 る o 此の嘗 の 害蝨の頂 を見 る ε 、

今 まで の キ ク ス イ に 對 す る知識 は まる で 忘 れ られ て居 る の で は ない か ε思は

れ る o 次 に引 くの ほ蘂蟲 に 就て 0）質［lllに 對 して福朋逸 人氏の答の 中か らで あ

る o 蘂蟲 ε ｛よ キ ク ス イの 幼蟲 ミ思ふ O

　　 （角ll略）〕
』
夜來 るや つ で す 、 蛾です 、 其の時に氣が 付 くミ造 作ない が 、爪

　　の 光きて掻い たや うに痕 が 村 い て 居 りますか ら 、 直に 卵を 出 して見 る Σ

　　ちや ん S あ る 、 それ が孵 化 して 皮の 中に 段 々 這 入 る の で す．1（後略）

　キ ク に 喰ひ入 る所 謂髄 蟲 ε 云 ふ 可 き も の に は蛾の 類 もある事は事實で あ

る o 然 し蛾の 類な らば斯 滕 な産卵 の 仕 方 は しない で あ ら うo 産卵のカ
’
法か ら・

見 る ε キ ク 家イ らしく見 え るが 、 其を蛾 ε云 つ て 贋 るo 又 其の塵卵の 個所の

櫞 に つ い て 腰 點 に觸 れ て 居な い 。 草木 育種や 今総 觝 の 記
「
…黝 簡に し

’

て 要 を得 た もの ざ は 全 く異つ て 居るo 今 まで 「1木 で研究 され槻察 され gて 明

か に な つ て 居た事實は顧 み られす に 、 新な酋洋 直楡 入 の知識 で 背 か らの 害蟲

を見 て 、 そ して 爾充分 に 研究す る 事の 出來 なかつ た例の r つ で あ る。 明治文

化過 渡期の 片面 を語 る もの ご して 、 只
二 例を學けた に 過 ぎな い o

　然 し キ ク ス イ に關 す
’
る前述 の 徳川1哮代の 知 見 も亦實は支那 陣來の 知識を も

う て 實物 に當 つ ★覿察 ε見 る事が正 しい の であ らう。 決 して 日木で初 めて 知

られた ピは言は れ ぬ。 徳川時代の 園藝 家に重 寶が られた 『秘 博花鏡』卷五 、

菊 の頂 を見る ε o

　　r欄 ・ 時。 蜘 須 靖 蕩 頭蟲 （紅頭潮 ・ 辰 巳 ・ コ 幣 黼 フ菊頭

　　 デ剪 ル ） テ 捉 ル ベ シ 。 若菊舮 陽 凾 セ ラ ・・ レ バ
、 其頭 日 現 テ 皀唾 ル D

　　其咬傷 ノ處 テ 覗 テ 去 ル コ F寸 許o 師 チ瘠シ 去
’
テ害無 シ o 遲 ヶ レ バ 則蟲 テ

　　生 ジテ後 ノ 患 テ爲 ス O 」（元漢文） ．

　 之が實は其の源泉を
「
なす．もの で ある o

菊 曙 蟲の 内他の もの に脚 て 何 なり詳 しい記録があ り淇 の 中に非常
・

に面 白い 事實 もあるが 、 其は他 日にゅつ る事にす る。 長 々 ε茲に キ ク ス d の

知見 の變蓬を述 べ たの は 、 譽は
．
日本に於け・る害蟲研究史の一例 S して 試 みた　、

もの で ある6 假
’
りに之 に よ つ ての み考 へ る ならば 、 キ ク ス イに對する知見 も
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亦共 の 初め支那か ら｝1与來 され 、 徳川酵代の花丿
1
「園藝の 隆盛に つ れ て 、 擬 察 ε

．研究が蓮め られた o 然 の しの 一部は 明治 に及ん だ が 、

一’
方 で歐洲文 fヒの 楡 入

ε共に莓來の研究を顧 る
’
こ Σな く 、 新に 研究の 歩 を進めた 、 其の 過渡期には

む しろ退歩 した もの の や 5で もあるo

　斯 隣な研究は現 代學術 の進歩に對 して何等の 價値 もな い 事か も知れない o

然 し安價な價値論 で私の 研究を止め よ うご は今思 つ て 居ない o か か る物好 な

仕 ミ1葛 ’
爾存立 の 餘 地は 有 る も の S 思 ふ 。 私は 折に つ れて 其を發 表 して 見 た

い o

　　　ヂ ガバ チ の 寄生 蠅 。 本號に は佐可鰻 1君の テ フ セ ン ギ ン グ チ バ チ の 寄生

　 蝿 の習 性の こ ざが 書い て あるか ら私 が 前に觀察 した ヂ ガ バ チ寄生 蝿 の事 を書

　　き加 へ て置か うo 然 し其時の ノ 三 トを無 くした の で 記 憶に殘 つ て 居るだ け を

　　書 くか ら細い 點には誤が あるか も知れ な い o 時期は 七 月頃o あ る 日 の 午後三

　　時過 ぎ畠の間を亠 疋の ヂ が バ チ が シ ヤ ク ト リの 幼蟲を引 き な が ら走 つ て 居

　　た 。 其の 後か ら一
疋 の 小 さな蠅 が跡を追ひなが ら數尺飛ん で は地に止 ま り叉

　　飛んでは 止まる の を見 出 しナニo 其か ら二 十餘聞 私 も跡 を つ けで見 た蜂 は集の

　　口 に近ヴい τ 獲物を置 き1穴の 口 に 置いた土砂を取 り去 り始 めた o 蠅 は靜か に

　　近 くから仕事を見 ま もつ て居 る o 蜂は 口 を開 い て其の 中を見 た o 共か らシ ヤ

　　ク ト リを引 きつ つ て集の 中に 入つ た o 蝿 は急 に集の 日 に近づい た o そ して 尾

　　端 を穴の 口 に差 し出 したか ε 思ふ ご 、 流れ．るや うに 白い 小 さい 長形の もの を

　 ・産 み始めた o 其が卵で あるか 幼蟲 で ある かを其の 時調 べ なか つ たが 、私は 幼

　　蝨の や うに思つ たo 蜂 が巣の 中の 仕事 を終 つ て 出T（來 る まで には餘 り長い 時

・　 間で は なか つ たが 、 其の 出て來た時蠅 は己に 其處 か ら去つ て 居た o 其の i＃　t

　　は この 寄生蠅 は餘 り稀 では な か つ たの で も少 し觀察 しτ見たいε 思 つ て居 る

　　間 に機を失 して其の ま まになつ て 、 慓本 も取 らす寄生の有樣 も調べ すに邊し
「

　　た の は今に
、殘 念に思つ て居 るq （矢野宗幹）o

L
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